




























対象は,長崎市内の小学校5･6年生 148名 (男子 72名,女子 76名),中学校 1.2
年生 107名 (男子49名,女子58名),県立高校2年生 168名 (男子78名,女子90名),
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ますか｡具体的にどのような内容 (考え方 ･服装 ･行動面)ですか｡いくつでもよい
です｡
○保護者に対しては,今 日,親の ｢考え方 ･常識｣と子どもの ｢考え方 ･常識｣に違い






いても,親の方が子どもよりも多い｡また小 ･中 ･高校の発達段階別では,小学生 ･高校
生は,｢特になし｣の回答は子 ども ･親ともにその割合はとても高いが中学生では,子ど
も ･親 ともに反応語総数は多く,他方 ｢特になし｣の回答は少なかった｡
表 1 対象 ･反応語数
小 学 生 中 学 生 高 校 生
男 女 計 男 女 計 男 女 計
盟里 人数 (N) 72 76 148 49 58 107 78 90 168反応語種数 18 31 9 32 27 59 32 3 2
坐 反応語総数(A) 89 114 203 87 96 183 104 131 235
荏 A/N 1.24 1.5 1.37 1.78 1.66 1.71 1.33 1.46 1.4
親 反応語種数 38 43 81 49 45 94 65 48 113総数(A) 109 12 24 98 107 205 147 16 29
反応語は 12種類に分類をした｡つまり① ｢流行｣(服装,髪型 ･髪を染める,服飾,疏
行の物等),② ｢学習面｣(勉強 ･学習時間 ･学習の仕方,塾,努力すること,将来 ･進路,
学校生活等),③ ｢遊び｣(遊び方,遊び時間,テレビ,テレビゲーム,スポーツ,遊び内
容等),④ ｢人間関係｣(友達関係,異性関係,目上の人,親子関係等),⑤ ｢礼儀 ･行儀｣
(言葉遣い,略語,挨拶,礼儀,行儀等),⑥ ｢携帯 ･持ち物｣(携帯電話,持ち物等),
⑦ ｢金銭感覚｣(お小遣い,高い物を買う･金銭感覚等),⑧ ｢考え方｣(人やものなどに
対する考え方,価値観等),⑨ ｢行動 ･性格面｣(思いや り･忍耐,自己決定,外泊する,
性格や行動面等),⑩ ｢生活面｣(帰宅時間,夜の外出時間,休 日の過ごし方,門限,手伝
い等 ),⑪ ｢規則 ･道徳 ･教訓｣(人に迷惑をかけない,規則を守る,道徳心等)そして,
⑫ ｢特になし｣の 12種類である｡なお生の言葉は図4- 9のマップに示されている｡
1)｢考え方 ･常識｣の内容を見てみると,児童生徒からは,小 ･中 ･高校生いずれの
学年においても,服装や髪型等の ｢流行｣に関して親との相違が大きいことをあげており
それは親においても同様であり ｢流行｣を指摘している｡中でも中学生のその割合は親子
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ともに高い (約 40%)｡次いで子どもが親 との相違があるととらえているのは,小学生で
は ｢学習面｣･｢遊び｣,｢考え方｣をあげ,中学生も ｢学習面｣を指摘し,続いて ｢考え方｣,






では ｢遊び｣や ｢行動 ･性格面｣をあげ,中学生の親では ｢行動 ･性格面｣,｢金銭感覚｣




表2 ｢考え方 ･常識｣の相違 (児童 ･生徒)
小学生(%)中学生(%)高校生(%)
流行 20.3 40,2 17.9
学習面 10.8 20.6 8.9
遊び 10.8 13.1 3.6
人間関係 4.1 6,5 10.1
礼儀.行儀 4.1 ll.2 3.6
携帯.持ち物 1.4 5.6 4.2
金銭感覚 4.7 18.7 2.4
考え方 10.1 19.6 16.1
行動.性格面 4.3 16.8 1.3
生活面 5.4 14.0 9,5
規則.道徳.教訓 1.4 0 0,6
特になし 58.2 16.8 56.5
表3 ｢考え方 ･常識｣の相違 (演)
小学生親(%)中学生親(%)高校生親(%)
流行 23.0 39.3 32.1
学習面 7.4 3.7 1.9
遊び 16.2 4.7 0.6
人間関係 6.8 21.5 13.7
礼儀 .行儀 21.6 33.6 22.0
携帯.持ち物 4.7 3.7 4.2
金銭感覚 7.4 24.3 7.7
考え方 10.8 12.1 15.5
行動.性格面 15.6 30.8 14.3
生活面 4.7 12.1 12.5
規則.道徳.教訓 5.4 14.0 4.8
2)｢親子双方｣が ｢考え方や常識｣に相違があると認識している,いわゆる割合がほ
ぼ同じである項 目･内容をみると,小学生では親子ともに ｢流行｣と ｢考え方｣である｡
中学生では親子ともに ｢流行｣であり,それに関する反応語数も多い｡高校生では親子と
もに ｢考え方｣についてである｡
3)さらに ｢考え方 ･常識｣ に相違があると ｢どちらか一方,親あるいは子どもが強く
意識している場合,いわゆる割合において親子間に相違が強くみられる項目･内容である
が,子どもの側からみた場合,親よりも強く意識している項 目･内容は,小学生にはみら
れない｡しかし中学生では勉強 ･塾 ･将来 ･進学等に関した ｢学習面｣や ｢遊び｣,｢考え
方｣の面に,高校生では ｢学習面｣に関し親よりも強 く相違を意識している
他方親の側からみた場合,子どもよりも強く意識している項目･内容は,小学生の親は
｢礼儀 ･行儀｣に強く相違があり,そして ｢行動 ･性格面｣,｢遊び｣をあげている｡中学
生の親も ｢礼儀 ･行儀｣に相違の意識は強く,また ｢行動 ･性格面 ｣,｢人間関係 ｣,｢規
則 ･道徳 ･教訓｣をあげている｡高校生の親は小 ･中学生の親 と同じく ｢礼儀 ･行儀｣に
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関する意識は強 く,そして ｢流行｣,｢行動 ･性格面｣をあげている｡いずれの学年におい
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図1 ｢考え方 ･常識｣の相違 (小学生 ･親子)
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図2 ｢考え方 ･常識｣の相違 (中学生 ･親子)
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図3 ｢考え方 ･常識｣の相違 (高校生 ･親子)

























他方,親は子どもとの相違について,強く言葉遣いや挨拶 といった ｢礼儀 ･行儀｣をあ
げている｡このような一般的にいう形式的な常識は,日常的な生活の中で,見よう見まね
で覚えるものであることを考えると,今時の子 どもに常識があるとかないとかということ
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Ass｡clatlOnEntropy:2.405(bit)
図4 ｢考え方 ･常識｣の相違 (小学生 ･男子)
AssoclatlOnEntropy: 4.192(bit)
図 5 ｢考 え 方 ･常 識 ｣ の 相 違 (小 学 生 ･親 )
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AssoclatlOnEntropy: 4.343(bit)
図6 ｢考え方 ･常識｣の相違 (中学生 ･男子)
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図7 ｢考え方 ･常識｣の相違 (中学生男子 ･親)
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AssociationEntropy.3567(bit)
図8 ｢考え方 ･常識｣の相違 (高校生 ･男子)
AssociationEntropy:5.067(b上t)
図9 ｢考え方 ･常識｣の相違 (高校男子 ･親)
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